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●
困
っ
て
い
る
人
の
住
ま
い
と
就

労
支
援
に
つ
い
て

　

Ｑ　

生
活
に
困
窮
し
、
病
気
や

障
が
い
な
ど
の
複
合
的
問
題
を
抱

え
て
い
る
方
は
、
見
守
り
や
寄
り

添
い
な
ど
、
社
会
の
包
括
的
な
支

援
が
必
要
と
考
え
る
。
地
域
社
会

で
支
え
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ら
な
い
か
。

　

Ａ　

生
活
に
困
窮
す
る
状
態
に

陥
る
前
か
ら
、
相
談
者
と
一
緒
に

考
え
、
進
め
る
伴
走
型
の
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
地
域
の

社
会
資
源
を
さ
ら
に
活
用
し
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
新
た
な
地

域
資
源
の
創
生
に
取
り
組
み
、
自

立
に
向
け
て
支
援
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
、
住
居
確
保
に
配
慮
が
必
要
な

方
々
の
た
め
、
住
宅
の
情
報
提
供

や
入
居
後
の
生
活
支
援
を
一
体
的

に
捉
え
た
支
援
を
検
討
し
て
は
。

　

Ａ　

相
談
窓
口
で
は
、
生
活
費

を
圧
迫
し
な
い
よ
う
県
営
住
宅
な

ど
を
案
内
し
て
い
る
。
住
居
の
な

い
方
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携

し
、住
居
の
確
保
に
努
め
て
お
り
、

現
在
の
対
応
を
継
続
し
て
い
く
。

●
学
童
保
育
に
つ
い
て

　

Ｑ　

民
設
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
、
保
護
者
に
よ
り
支
え
ら
れ

て
き
た
。
今
後
も
継
続
的
で
安
定

し
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
ど
の

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　

Ａ　

保
護
者
が
運
営
す
る
ク
ラ

ブ
か
ら
、
事
務
や
会
計
の
負
担
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て

い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
紹
介
を
含

め
、ク
ラ
ブ
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、

対
応
、
相
談
を
行
っ
て
い
く
。

 

畑
井　

陽
子

●
防
災
・
減
災
対
策
の
「
自
助
・

共
助
力
」
向
上
へ
の
支
援
、
取
り

組
み
に
つ
い
て

　

Ｑ　

大
災
害
に
備
え
、
発
災
時

の
動
き
や
事
前
準
備
な
ど
を
地
域

住
民
が
自
発
的
に
立
て
る
地
区
防

災
計
画
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　

Ａ　

地
域
で
実
施
す
る
防
災
訓

練
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
状
況
な

ど
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
で
、
地
域
防
災

力
が
高
ま
る
と
考
え
て
い
る
。

　

Ｑ　

地
区
防
災
計
画
の
策
定
を

普
及
啓
発
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
国
の
資
料
へ
の
リ
ン
ク
を

貼
っ
た
専
用
の
ペ
ー
ジ
を
作
成

し
、
市
民
に
情
報
提
供
し
て
は
。

　

Ａ　

地
区
防
災
計
画
の
必
要
性

や
重
要
性
を
周
知
し
、
策
定
の
普

及
啓
発
を
図
る
た
め
、
優
良
事
例

な
ど
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
を
検
討
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

自
分
や
家
族
が
と
る
べ
き

防
災
行
動
を
時
系
列
で
整
理
し
た

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
は
、

災
害
時
に
役
立
つ
と
思
う
が
、
普

及
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

　

Ａ　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会

な
ど
か
ら
の
要
望
に
対
し
、
支
援

で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

綾
西
地
域
で
は
、
自
治
会

主
導
で
震
災
時
の
火
災
拡
大
を
防

ぐ
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
約
９
割
の

住
宅
に
設
置
し
て
い
る
。
市
は
今

後
、普
及
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　

Ａ　

市
の
計
画
で
は
、
防
止
が

必
要
な
地
域
へ
の
設
置
事
業
は
、

令
和
２
年
度
で
完
了
予
定
だ
が
、

必
要
性
を
考
慮
し
検
討
す
る
。

公
明
党 

内
山　

恵
子

●
災
害
の
種
類
で
場
所
が
変
わ
る

避
難
所
に
つ
い
て

　

Ｑ　

地
震
時
と
違
う
風
水
害
時

の
避
難
所
を
ど
う
周
知
す
る
か
。

ま
た
、
風
水
害
時
の
避
難
所
が
な

い
早
川
地
区
や
ペ
ッ
ト
連
れ
の
避

難
者
に
は
ど
う
対
応
す
る
か
。

　

Ａ　

避
難
所
の
違
い
は
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
周
知
し
て
い

く
。ま
た
、早
川
地
区
の
避
難
所
は

城
山
中
学
校
を
検
討
し
、
ペ
ッ
ト

連
れ
の
避
難
者
に
は
専
用
避
難
所

を
設
け
、避
難
方
法
を
周
知
す
る
。

　

Ｑ　

り
災
証
明
書
の
交
付
に

は
、被
害
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

目
視
が
難
し
い
場
所
も
あ
る
た

め
、ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
な
い
か
。

　

Ａ　

迅
速
に
被
害
認
定
し
円
滑

に
交
付
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度

か
ら
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

●
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　

Ｑ　

市
は
、
拉
致
問
題
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。
ま
た
、
児
童
・

生
徒
に
ど
う
教
育
す
る
の
か
。

　

Ａ　

問
題
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
、
市
民
へ
の
啓
発
活
動
を
継
続

す
る
。ま
た
、児
童
・
生
徒
に
は
、重

大
な
人
権
課
題
と
教
え
て
い
る
。

●
自
衛
官
募
集
へ
の
情
報
提
供
に

つ
い
て

　

Ｑ　

防
衛
省
に
募
集
対
象
者
の

情
報
を
提
供
す
る
方
法
は
、
住
民

基
本
台
帳
の
閲
覧
や
デ
ー
タ
提
供

が
あ
る
。
本
市
が
閲
覧
の
み
と
し

た
理
由
や
今
後
の
対
応
は
。

　

Ａ　

総
務
省
通
知
で
、
住
民
基

本
台
帳
の
閲
覧
に
よ
る
と
さ
れ
て

い
る
。今
後
も
閲
覧
を
継
続
し
、国

の
動
向
な
ど
を
注
視
し
て
い
く
。

新
政
会 

笠
間　
　

昇

●
基
地
周
辺
移
転
補
償
跡
地
の
防

草
に
つ
い
て

　

Ｑ　

現
在
、
防
草
シ
ー
ト
の
敷

設
率
は
約
３
割
で
あ
る
た
め
、
国

に
早
期
全
面
敷
設
を
強
く
求
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、市
の
考
え
は
。

　

Ａ　

市
と
議
会
に
よ
る
要
望
な

ど
で
、
防
草
シ
ー
ト
敷
設
を
求
め

て
お
り
、
移
転
跡
地
の
管
理
徹
底

を
よ
り
強
く
国
に
働
き
掛
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

●
本
市
の
教
育
課
題
に
つ
い
て

　

Ｑ　

綾
瀬
中
学
校
で
は
、
制
服

改
定
期
に
女
子
生
徒
が
ス
ラ
ッ
ク

ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
他
の
中
学
校
も
取
り
組
め
る

よ
う
、明
確
な
方
針
を
出
し
て
は
。

　

Ａ　

制
服
改
定
期
に
は
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
が
過
重
に
な
ら

な
い
よ
う
指
導
し
て
い
る
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
配
慮
が
必
要
な
生
徒
が

い
る
こ
と
も
周
知
・
指
導
し
た
い
。

　

Ｑ　

教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
平
日
夜
間
に
電
話
応
答

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
導
入
し
な
い
か
。

　

Ａ　

先
行
導
入
し
て
い
る
自
治

体
の
情
報
収
集
に
努
め
、
学
校
と

も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

●
高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
に
つ

い
て

志
政
あ
や
せ 

古
市　
　

正

　

Ｑ　
　

歳
以
上
の
自
動
車
保
有

７５

者
に
対
し
、
後
付
け
式
の
ペ
ダ
ル

踏
み
間
違
い
加
速
制
御
装
置
の
設

置
に
１
台
当
た
り
、
１
万
５
０
０

０
円
助
成
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

Ａ　

制
御
装
置
の
機
能
に
は
限

界
が
あ
り
、
安
全
な
運
行
は
運
転

者
の
責
任
と
考
え
て
い
る
。
現
時

点
で
助
成
の
考
え
は
な
い
が
、
効

果
的
な
支
援
策
を
研
究
し
た
い
。

●　

月
１１

　

日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

２０

運
営
委
員
会

　

日　
　

月
定
例
会
本
会
議
（
初

２７

１２日
）・
議
会
運
営
委
員
会
・

議
会
全
員
協
議
会

●　

月
１２

２
日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

３
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

４
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

６
日　

基
地
政
策
特
別
委
員
会

　

日　
　

月
定
例
会
本
会
議
（
第

１１

１２２
日
）　

　

日　
　

月
定
例
会
本
会
議
（
第

１２

１２３
日
）・
議
会
運
営
委
員
会

　

日　
　

月
定
例
会
本
会
議
（
最

１７

１２終
日
）
・
議
会
全
員
協
議

会
・
議
会
報
編
集
委
員
会

●
１
月

　

日　

議
会
全
員
協
議
会

２０
　

日　

沖
縄
県
議
会
議
員
来
市

２９

（
厚
木
基
地
の
運
用
状
況

ほ
か
）
・
兵
庫
県
高
砂
市

議
会
議
員
来
市
（
市
議
会

の
危
機
管
理
、
災
害
対
応

ほ
か
）

　

日　

議
会
報
編
集
委
員
会
・
県

３０

央
八
市
議
会
議
員
合
同
研

修
会
（
秦
野
市
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

●
２
月

　

日　

広
島
県
三
原
市
議
会
議
員

１２

来
市
（
ご
み
分
別
促
進
ア

プ
リ
「
さ
ん
あ
ー
る
」
の

取
り
組
み
）

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

市の鳥「かわせみ」

住
ま
い
と
暮
ら
し
に
配
慮
が

必
要
な
方
へ
の
一
体
的
な
支
援
を

基
地
周
辺
移
転
補
償
跡
地
に

防
草
シ
ー
ト
の
早
期
全
面
敷
設
を

市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
地
域

防
災
力
を
向
上
す
る
支
援
を

地
震
時
と
場
所
が
違
う
風
水
害
時

の
避
難
所
を
周
知
し
て
は

市公認キャラクター市公認キャラクター
「「ブタッコリ～」ブタッコリ～」

　

委
員
会
で
は
、
優
れ
た
施
策
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
先
進

地
な
ど
を
視
察
し
て
、
特
定
事
項

に
つ
い
て
情
報
を
収
集
し
、
専
門

的
知
識
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

視
察
内
容
の
詳
細
は
、
議
会
事

務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

委
員
会
の
行
政
視
察

委
員
会
の
行
政
視
察

●
総
務
教
育
常
任
委
員
会

視
察
日
程
・　

月　

日
〜　

日

１０

１５

１７

【
大
分
県
大
分
市
】

▽
碩
田
中
学
校
区
新
設
校
施
設
整

備
事
業
に
つ
い
て

【
大
分
県
杵
築
市
】

▽
図
書
館
施
策
に
つ
い
て

【
大
分
県
別
府
市
】

▽
公
民
連
携
施
策
に
つ
い
て

●
市
民
福
祉
常
任
委
員
会

視
察
日
程
・　

月　

日
〜　

日

１１

１３

１５

【
兵
庫
県
明
石
市
】

▽
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
に
つ
い
て

【
広
島
県
福
山
市
】

▽
福
山
ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て

【
福
岡
県
北
九
州
市
】

▽
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
開
発
・
導
入

実
証
事
業
に
つ
い
て

別府市役所にて

福山ネウボラ相談窓口あのねＲiＭにて


